
東芝材遊会 15 年記念誌 東芝材料事業の変遷 

阿部敏雄  
 

 東芝材遊会は、東芝及びその関係会社で材料の技術を担

当していたＯＢの会で、2009 年創立 15 周年を迎えました。 
15 周年記念大会写真をご覧に入れます。 
以下総て赤下線クリックでご覧頂けます。 
 それを記念して掲題の記念誌を 2010年 10月に発行しま

した。 
 左図に表紙をご覧に入れますが、Ｂ５版 202 頁の 
内容です。 
その中から東芝材遊会運営委員長＊ 和田保氏による 

「発刊のご挨拶」と「目次」をご覧に入れます。 
 
 尚本記念誌には付属 CD-R が付いています。(下図) 
 この CD-R の目次もご覧頂けます。 
 私は、半導体材料と旧東芝セラミックス㈱の主力製品で

ある耐火物材料と石英材料の編集を担当しています。 
 この 3 材料は、記念誌掲載とほぼ同じものを赤下線クリ

ックでご覧頂けるようにしました。 
 また、CD-R 中の CD-R 製作の経緯などを記した 
 「はじめに」と私の書き下ろし 
 「ソーサーピツト、連続帯精製法とコンピュータ」も 
 CD-R 掲載とほぼ同じものがご覧頂けます。 
  

  

以上で記念誌について大体の感じは掴めるので

はないかと思います。 
 
 
尚、記念誌全体をご覧になりたい方は、私宛 
お申出下さい。 
記念誌は残部僅少になってしまっていますが、 
2011 年春には改訂版を CD-R で製作する予定

になっていて、500 円程度(送料込み)でお分け

出来ると思います。 
  
  toshio.abe@onyx.ocn.ne.jp

 
 
 

  
  ＊：2009 年まで私が務めていました。 
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赤○が私です。 
 
 
 
 



発刊のご挨拶  
                        和田 保   

東芝およびそのグループの会社で材料開発の経験を持つ

技術者の OB が集まり、会員相互の啓発と親睦を目的として

材遊会を結成し、発足したのは 1994 年（平成 6 年）でした。

昨年 6 月の 15 周年記念のお祝いをしました。これを記念し

て、記念誌を発行することを本年 2 月の材遊会例会にて決め

ました。また今年は東芝の材料本部が組織化されて 30 年に

当たります。 

東芝での材料開発は広範囲にわたり、事業の礎となり、そ

の発展に貢献して参りました。材料関係会社の殆どが東芝と

縁がなくなった現在、東芝における材料事業の足跡をたどり、

材料技術者が心血を注いて集積した技術の記録を後世に残

したいと念願しました。 

東芝の材料発展のために尽力した経営者・管理者の方々、

および新規材料、新規製造技術の開発に携わった技術者の

方々に執筆して頂きました。技術は積み重ねによって新しい

道が開けます。文集に述べられている会員の技術論文、体験

談、所感などは皆さんにとって、また技術を受け継いだ後輩

の人達にとって貴重な資料となると確信しています。  

 

東芝の材料開発、事業の歴史を後世に残す記念すべき文集

ができました。記念誌に投稿いただいた多くの方々、会員の

皆さん、文集の編集にご協力頂いた委員の方々のご協力に感

謝いたします。                         

T.Abe
テキストボックス
元に戻る
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はじめに 
阿部敏雄 

 
 本 CD-R は、本来東芝材遊会 15 周年記念誌の付属 CD-R で、文集１冊に１枚の CD-Ｒが付属

されているわけです。 
 しかし付属 CD-R 作成の経緯は極めて複雑で分かり難いので、CD-R 製作の経緯をやや詳細に

記す事にしました。ざつと目を通して頂ければ幸いです。 
    
 
① 東芝材遊会(東芝及びその関係会社で材料の技術を担当したＯＢの親睦会、現在会員数 49

名)は、昨年 15 周年を迎えましたが、それを記念して記念誌を作ることになりました。 
 材料関係会社の殆どが東芝と縁がなくなった現在、東芝グループの材料開発、事業の歴史を 
後世に残したいという思いを込めて作ることになったわけです。 
 
 現在会の運営委員長は和田保氏(元東芝シリコーン㈱専務)、本記念誌の編集委員長は、 
黒川高明氏(元東芝硝子㈱社長)です。 
 記念誌の主要部分は第 1 部「各材料事業の変遷」と会員皆さんの第 2 部「回想」から構成され

ています。 
 
 ② 東芝が手がけた材料は多岐にわたり、記念誌の頁数の制約もあってそれらを満遍なく取り

扱うのは中々大変でした。 
 特に私が編集を担当した「半導体材料」について言えば、東芝材遊会会員の約４０％は半導体 
関係者で、その担当範囲も広範に亙っていますが、本記念誌中の頁数配分には自ずからバランス 
上限度があり、「半導体材料」としては記念誌には大要を記し、詳細を CD-R に収め関係者だけ

に本文の付録として別途配布する事としました。 
 このワークなどの為、「半導体材料分科会」を設立し、諸活動を行ってきました。 
メンバーは、浅野雅文、内田雅人、佐藤幹郎、内藤 誠、北條顕道、松下嘉明、阿部敏雄 
(本分科会幹事、記念誌編集委員)の各氏であります。 
 また当初の企画には抜けていた「耐火物材料」と「石英材料」は、編集委員会の討議の結果、

東芝グループが世界に誇り得る材料として位置づけられ第一部に含める事になり、「耐火物材料」

は相庭吉郎氏、「石英材料」は高橋捷一氏に纏め役をお願いし、両氏も東芝セラミックス㈱の縁

で上記分科会に入って頂き、そこでこの両材料ともより詳細や、関連材料などについて上記 CD
－R に収納する運びに至りました。 
 上記 3 材料に関して、貴重な玉稿を賜った諸兄に深く感謝する次第です。 
 上記 3 材料については、CD-R にも記念誌の第 1 部はそのまま収め、各キィワードから詳細記

載書き下ろし文や資料などにリンクを張る形式を取っております。これはＯＢ会の記念文集とし

てはあまり前例の無い試みになっていると思って居ります。 
 ③ 本 CD-R は、当初上記 3 材料の関係者のみに配布する目的で作られたものですが、９月に

入ってその出来栄えを文集編集委員の皆さんにご覧に入れたところ、種々議論はありましたが、

本 CD-R を記念誌全数に併せて配布する事になりました。 
となると、上記 3 材料以外の資料なども出来るだけ CD-R に収めたいとの声もあり、文集発刊

が迫っている事から十分とは言えませんが下記項目追加掲載の運びに至ったわけです。 
１． 電球バルブ 100 年 
２．  電気用の硼珪酸ガラス 
３． 上記３材料以外の生産拠点の外観写真 



 
 また、本 CD-Ｒをご覧になる方には、東芝材遊会についてご存知無い方も多いのではないかと

思い、「写真で見る東芝材遊会の歴史」も掲載する事に致しました。 
 
④ 当初の CD-R の配布先は、半導体材料関係、その中でも旧東芝セラミックス㈱(現コバレ

ントマテリアル㈱)で半導体材料事業に関係した方々(技術に限らない)が主な対象でした

が、次に旧東セラで耐火物や石英などに関係した方々に拡大され、最後に本記念誌配布対

象者全員に拡大された事になりました。 
 
 以上に述べた複雑な CD-R 製作の経緯から、本 CD-R の内容は著しくバランスを欠いたものに

なっていると思います。 
 本CD-Rをご覧になった半導体材料など上記3材料とガラス材料関係者以外の方には大きなご

不満が残る様な気がします。 
しかし、CD-R は、簡単にバージョン・アップが可能なメディアです。 

 皆様の中に掲載したい資料などをお持ちの方が有ればお知らせ頂きたくお願い申しあげます。 
時を見て、バージョン・アップ版を発行したいものと思っている次第です。 
 
連絡先：toshio.abe@dream.com  
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